
今月のイチオシ（2020 年 7 月号）  

 

 

1 / 7 

株式会社 構造ソフト 

 今月のイチオシ 
 

 

便利な機能              Q&A（適判等からの指摘事例） 

「BUILD.一貫 V」（Ver.2.500） ・・・P1  「BUILD.一貫Ⅴ」 Q&A  ・・・P7 

 
 

◆「BUILD.一貫 V」（Ver.2.500） 

・新評定の「スクリュープレート工法」を取り扱えるようにしました。 

「BUILD.一貫 V」では、朝日工業株式会社の機械式定着工法である「スクリュープレート工法」を取り扱うことができますが、2020 年 7 月にリリー

スした Ver.2.500 より、新評定「BCJ 評定-RC0287-05」に準じた計算にも対応しました。 

スクリュープレート工法は、日本建築センターの評定を取得しており、鉄筋の折り曲げ定着の代わりとして取り付けることで、鉄筋の定着性能を保持

します。詳細は、メーカーの Web ページ（PDF カタログ）をご参照下さい。 https://www.asahi-kg.co.jp/steel/detail/10 

「今月のイチオシ」では、全 3 回に分けて「BUILD.一貫 V」でのスクリュープレート工法「BCJ 評定-RC0287-05」の検討内容をご紹介したいと思

います。今月は「適用範囲」「定着設計」「構造規定」について説明します。 

 

・スクリュープレート工法とした場合の検討内容 

スクリュープレート工法の「BCJ 評定-RC0287-05」では、主に以下の規定や検討があります。 

① 適用範囲（構造種別、材料など） 

② 定着金物（引張耐力、定着板の外径など） 

③ 定着設計（上限降伏強度、終局強度設計など） 

④ 柱梁接合部のせん断力設計（終局強度設計、段差梁など） 

⑤ 構造規定（定着長さ、かぶり厚さなど） 

⑥ 付則（柱梁強度比など） 

 

「BUILD.一貫 V」では、上記の①③④⑤⑥についての確認を行うことが可能です。 
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・「BUILD.一貫Ⅴ」でスクリュープレート工法を使用する方法 

対話入力で「許容応力度計算用入力項目の選択」画面の[大臣認定品・機械式定着]タブで、「朝日工業(株)製機械式定着工法に関する建

物全体の計算条件」にチェックをつけます。 

  

チェックを 

つけます 

 

次に「朝日工業(株)製機械式定着工法に関する建物全体の計算条件の指定（ASMA）」画面で、「柱梁接合部内主筋の定着金物」で「スク

リュープレート工法」を選択します。 

  

選択します 

 

 

・一括入力では入力コードを１行書くだけです。 

許容応力度計算データの [ASMA]（スクリュープレート工法に関する建物全体の計算条件）の１項目を入力します。次のように 1 行入力するだ

けで、スクリュープレート工法とした場合の計算を行うことができます。 

入力例： ASMA  SCPL 
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・スクリュープレート工法とする位置は自動的に決定します。 

柱梁接合部内主筋の定着工法をスクリュープレート工法と指定している場合、Ｌ形接合部（○）とト形の接合部（□）の梁主筋の定着工法を

自動的にスクリュープレート工法とします。また、Ｌ形接合部（○）、Ｔ形の接合部（◇）の柱主筋の定着工法を自動的にスクリュープレート工法と

します。 

 

 

 

また、接合部形状での判断の他に、梁主筋の配筋からＴ形接合部、十字形の接合部を自動的にスクリュープレート工法とする判断を行っています。

同様に、柱主筋の配筋からト形接合部、十字形の接合部を自動的にスクリュープレート工法とする判断を行っています。 

  

梁 梁 

柱 

スクリュープレート

工法とします。 

 

 

・任意の位置をスクリュープレート工法と指定することも可能です。 

左右の梁の主筋本数は同じであっても、段差などがあってスクリュープレート工法にしたい場合などは、「スクリュープレート工法である」と指定すること

ができます。 
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・主筋の定着をスクリュープレート工法とする部材について、適用範囲の確認を行います。 

「BUILD.一貫 V」では、主筋の定着にスクリュープレート工法を用いる部材について、適用できる材料（コンクリートおよび鉄筋）が使用されている

ことを確認します。 

 

・スクリュープレート工法とする梁主筋・柱主筋について、定着設計および構造規定の確認を行います。 

定着設計では、定着耐力（Tu）が設計用鉄筋引張力（Td）以上となることを確認します。 

Tu は側面剥離破壊定着耐力（Tau）により算出します。Td は主筋の規格降伏強度を係数倍（上限降伏強度を乗じる）した値と主筋断面

積を乗じて算出します（各算出式の詳細は、ユーザーズマニュアル[PDF ヘルプ]を参照して下さい）。 

ここで、定着設計を満足しない部材がある場合は、Tau を大きくする必要があります。Tau を大きくするためには、以下の方法が考えられます。 

1. 側面かぶり厚さを大きくする 

2. 柱梁接合部内の帯筋量を増やす（ピッチを小さくする、帯筋 1 組の本数を増やす） 

3. コンクリート強度を大きくする 

「BUILD.一貫 V」では、朝日式かんざし筋を配筋しないものとして検討を行っていますが、実際の設計では朝日式かんざし筋を配筋することで Tau

を大きくすることができます。朝日式かんざし筋を配筋する場合は別途検討が必要となりますが、計算書には参考値として朝日式かんざし筋を 0.4%と

した場合の Tau も出力していますのでご利用下さい。 

 
 

構造規定の確認では、柱梁主筋の定着長さ、側面かぶり厚さ、背面かぶり厚さ（定着板のかぶり厚さ）が規定値を満足することを確認します。 
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・計算書で検討内容の詳細を確認できます。 

  

判定値と判定結果を 

出力します。 

計算の詳細を確認できます。 

参考値として、朝日式かんざし筋を 

0.4%とした場合の Tau を出力 

しています。 
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・計算書には『検討結果の一覧を確認するための図』も用意しています。 

 

結果を軸組図形式で

確認できます。 

  



今月のイチオシ（2020 年 7 月号）  

 

 

7 / 7 

◆「BUILD.一貫Ⅴ」 Q&A（適判等からの指摘事例） 

タイトル：３段筋の付着割裂破壊検討をするように指摘された 

Ｑ．適合性判定機関より、ＲＣ造ルート３の物件に関して、３段筋の付着割裂破壊の検討をするように指摘を受けました。検討する方法はありま

すか？ 

 

A．保有水平耐力計算での付着割裂破壊については、RC 規準（2018）で検討する場合は、３段筋がある場合でも付着割裂破壊検討が可能

です。Ver.2.410 以降で、RC 規準（2018）による付着割裂破壊検討に対応しています。 

保有水平耐力計算データの［ＵＬＡ４］（部材特性の計算条件）の 16 項目（付着割裂破壊の検討方法および検討方向）で設定する

ことができます。 

【ユーザーズマニュアル Vol.3（ヘルプ）の［ＵＬＡ４］の 16 項目より抜粋】 

 

なお、「2015 年版 建築物の構造関係技術基準解説書」や建築行政情報センター（ICBA）の Q&A には、RC 規準（2018）での付着割

裂破壊検討については触れられていないので、審査の運用として、RC 規準（2018）での付着割裂破壊検討が認められるかどうか、事前に適

合性判定機関に確認するようにして下さい。 

 

※ 弊社ホームページの Q&A では、この他にも、適判等からの指摘事例の Q&A を 190 件以上、通常の Q&A を 3440 件以上掲載しています

ので、ご活用下さい。なお、Q&A の閲覧にはサポート会員登録が必要です。 

http://www.kozosoft.co.jp/support/qa.html
http://www.kozosoft.co.jp/support/toiawase.html

